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　 当 協 会 は 去 る 4 月 17 日 に 香 港 非 開 削 技 術 協 会
（CHKSTT）と共同で講演会を開催しました。これは
昨年9月に台湾非開削技術協会（CTSTT）と共同で
行った講演会の第2弾となるもので，アジアの非開削
技術協会同士の交流をより深めるという目的で開催さ
れました。

開催内容1 .
　日　　時：平成27年4月17日（金）　15：30〜18：30
　会　　場：香港理工大学
　日本側講演者：（発表順）
　　①Sekisui Asia Pipe Solutions社
　　　Sean Lim氏
　　　発表内容：SPR　テクノロジー
　　②㈱アルファシビルエンジニアリング
　　　松元文彦　氏
　　　発表内容：パイプルーフとボックス推進
　　③東亜グラウト工業㈱
　　　金氏　眞　氏
　　　発表内容：光硬化工法（シームレスライナー／
　　④芦森工業㈱　　　　　　アルファライナー）

　　　伊藤　博　氏
　　　発表内容：パルテムフローリングシステム

講演会の様子2 .
　最初に香港非開削技術協会の副会長，Wing Chan
氏による香港における非開削事情のスピーチがありま
した。その後，日本側の講演者が続き，最後に質疑応
答となりました。参加者の約半数は香港特別行政区渠
務署（下水道署）と水務署（水道署）の方々でした。
皆さん，既に非開削技術はよくご存じだったので，鋭
い質問が飛び交いました。

香港理工大学への訪問3 .
　この講演会の前に，香港理工大学　地質調査・地理
情報学部教授のWallace Lai教授から最新の研究室の
案内をしていただきました。研究室の中には様々な種
類の管を埋めた路面があり，それを地下探査機を使っ
て調べられるようになっていました。学生さん達が
様々なタイプの地下探査機が使えるようになるよう，
室内でトレーニングをするための施設です。都心部で
は1kmの道路に47kmの管路が埋設されている香港
では，地下探査技術の取得は重要であるとの説明を受
けました。
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写真−1　講演会の様子

写真−2　香港理工大学にて（右端がLai教授）
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最後に4 .
　当初は少人数での意見交流会という形を予定してい
たので40人の部屋を予約していたのですが，参加希
望者が多く，急遽椅子を増やして60人を収容しました。
それでも最終的に100人を越える応募があり，約40人
を断る形となりました。香港側からは，ぜひ2回目を
と言われておりますので，来年，また実現させたいと
思っております。ご興味のある方はJSTT事務局まで
ご連絡ください。

写真−3　香港非開削技術協会の事務局と日本側発表者


